
学校教育目標 「生命（いのち）輝く子どもを育てる  
                  ～心はほかほか 学びはしっかり からだははつらつ～」 

 

心はほかほか（思いやりのある子） ～気持ちのこもったあいさつ～ 
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ゆがわらアクアパークでの「水泳学習」 

湯河原小学校のホームページやボランティア通信No.6でも紹

介してますが、5月２６日から、ゆがわらアクアパークでの水泳学

習が始まりました。屋内プールを利用させていただけるおかげで、

天候に左右されず、計画通りに、安全に水泳の学習を行うことが

できました。 

ゆがわらアクアパークへの移動については、湯河原町教育委

員会が、町のバス・民間バスを手配してくださいました。しかし、児

童が乗り切れないという課題が生じ、困っていたところ、フォレスト

リゾート様が、子ども達のためにと無料でバスを出してくださるこ

とになりました。おかげさまで、安心・安全に移動できるだけでなく

限られた時間を有効に使って、水泳学習を行うことができており

ます子ども達も、感謝の気持ちを伝えようと、運転手さんにあいさ

つをしたり、シートを濡らさないように、車内を汚さないように気を

付けたりしながら乗車しています。 

また、7月9日は、湯河原海浜公園プールにて、２・４・６年生が

着衣泳を行わせていただきました。 

フォレストリゾート様、ゆがわらアクアパークの皆様、湯河原町

教育委員会の皆様、海浜公園の皆様、子ども達のために、温かい

ご支援をくださり、本当にありがとうございます。 

9月もどうぞよろしくお願いします。 

  

心はほかほか ～気持ちのこもったあいさつ～ 

 6月19日の道徳朝会で「よいあいさつ」について考え、その後、 

各クラスでは「よいあいさつができるようにするために、どうしたら 

よいのか、クラスで話し合いました。 「自分から、元気に、笑顔で」 

「手をふるだけでもいいからあいさつをする」など、自分たちがで 

きることを一生懸命考えていました。あいさつをすることは大切だと分かっていても、時には恥ずかしくなっ

てしまうこともありますよね。しかし事務局のみんなが、朝、校門の前に立って、あいさつ運動をしてくれた時

に、「あいさつをすると気持ちがいいな。自分もみんなも元気になるな。」と感じることができたからだと思

いますが、自分から、あいさつする子どもが増えたように思います。気持ちのこもったあいさつを湯河原小

全体に広げ、みんなの「心がほかほか」になるよう、これからも全校でがんばっていきます。 

 

第１回 学校運営協議会 

6月12日に7人の委員さん（地区

の区長さん方、主任児童委員さん・

PTA会長さん・社会教育委員さん）

に、ご来校いただき、学校運営協議

会を行いました。 

「学校運営協議会」とは、学校・

保護者・地域住民が一体となってよ

り良い学校運営に取り組むための

合議制の機関のことで、これを行う

学校は「コミュニティー・スクール」と

呼ばれています。 

当日は、委員の皆さんに令和８年

度の学校グランドデザインを説明さ

せていただいた後、授業を参観して

いただきました。協議会では、「先生

が一方的に話す授業ではなく、先生

と子どもたちの双方向のやりとりが

あるから、子ども達が落ち着いて学

習に臨んでいる。」「タブレットを使

用しているクラスが多かったが、指

先を使って『書くこと』も大切にして

ほしい。」等、貴重なご意見を委員さ

んからいただきました。  

いただいたご意見は、これからの

教育活動や学校運営に活かしてい

きたいと思います。委員の皆様、あり

がとうございました。 

 

各クラスで考えたこと 



 

宿泊体験学習を 
11月2日・３日に延期します 

 
6月は、台風や津波、大きな地震が発生し、安全

に避難できるよう日頃の準備がいかに大切さかを

改めて痛感させられた一か月でした。 

５年生が楽しみにしていた宿泊体験学習も台風

が接近する予報が出ていたため、泣く泣く11月2

日・３日に延期しました。 

近年、災害の映像を見るたびに、「もしここで、災

害が起きたら、子どもをどうやったら安全に守れる

のだろうか。」と考えさせられます。災害はいつどこ

で起こるか分かりません。 

学校でも避難訓練を定期的に行っていますが、9

月27日（日）に湯河原町でも防災訓練が開催さ

れます。日頃から地域の避難場所や逃げ方を確認

しておくことは、子どもたちの命を守る確かな一歩

になります。地域の訓練にもご協力いただけたら幸

いです。 

「なかよし班」種目が決まりました！ 

 

 今年の運動会もなかよし班（１～６年生が混ざった縦割り班）で行う「なかよし班種目」を２種目行います。 
はつらつ委員会から「運動が得意な子も苦手な子もみんなで一緒に楽しめる種目」を行いたいと、「借り人

競走」「大玉転がし」「綱引き」の３種目が、なかよし班種目として提案されました。１種目目は、一人一票を投

票する全校投票で決め、２種目目は児童代表委員会で決めることになっていましたので、はつらつ委員会の

子ども達は、自分たちが考えた種目は、ルールや時間設定に無理がないか、楽しくできるのか等を検証するた

めに、実際に競技を行ってみたり、初めて行う「借り人競走」のおもしろさを伝えるために、デモストレーションを

行ったりしてきました。 

その結果「なかよし班」種目の１種目目は「大玉転がし」。２種目は、湯河原小学校のホームページでにも

掲載されていますが、７月３日の児童代表委員会にて「６年生がいるから安心」「仲良くなれるから」「交流が

深まるから」という理由から、「借り人競走」に決まりました。 

運動会当日、「借り人競走」の際には、会場にいらっしゃる皆様に「〇〇な人いませんか～。」と子ども達が呼

びかけますので、お題に当てはまる方がいられましたら、ぜひ、「ここにいます！」とアピールしていただき、子ど

も達と一緒にゴールまで走っていただけないでしょうか。子ども達が初めて挑戦する「借り人競走」です。ぜひ

会場全体で一緒に盛り上げていただけますよう、温かいご協力をよろしくお願いします。 

 

コキアと百日草 
 
 朝から暑い日が続いてますが、湯河原小学校の校

門付近には、ゆたぽんファイブに変身したコキアや色

とりどりの百日草が子ども達を元気づけてくれてい

ます。 

  コキアは環境ボランティアさんが植えてくださり、

ゆたぽんファイブ等に変身させてくださいました。 

JAかながわ西湘さんがくださった百日草の苗を

環境委員会の子ども達が、JAかながわ西湘のみな

さんにお手伝いしてもらいながら、一緒にプランター

に植えました。 

まだまだ暑い日が続きますが、みんなで大切に育

てていきます。 

 
 

 いよいよ夏休みが始まります。 

  夏休みになったら、○○をしよう。△△に行こうと子ども達はワクワクしていることと思います。 

  事故や事件にあわないように、規則正しい生活を心掛けて、病気にならないように、楽しい夏休みを過ごして

ほしいなと思います。そのためにも、海や川には子どもだけでは行かない、また、外出する際には「誰と、どこで、

何時まで」遊ぶのか家の人に伝えること、17：30の湯河原町の合図（愛のメロディ）が鳴ったら帰るなどの約

束を今まで以上に各家庭でしっかり確認するなどし、安心・安全に夏休みを過ごしていいただけたらと思いま

す。 

  ８月３１日に、元気なみんなに会えるのを楽しみにしています。 

 


